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オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について



オープンサイエンスの流れ
2023年5月，広島G7サミット
G7科学技術大臣会合，及びG7広島サミットのコミュニケにおいて，
オープンサイエンスの推進が明記

2024年2月
統合イノベーション戦略推進会議において「学術論文等の即時オープ
ンアクセスの実現に向けた基本方針」を策定



2024/8/27, 28の説明会資料より



オープンサイエンス時代にふさわしい「デジタル・ライ
ブラリー」の実現に向けて

〜 2030 年に向けた大学図書館のロードマップ 〜

大学図書館は、情報やデータ、知識が記録されることを前提として、大学にお
ける教育・研究の文脈においてそれらの発見可能性を高め、アクセスを保証し、
また利活用できるようにすることで継続的に知が再生産されるようなシステム
を維持するために存在

これからも大学が新たな知の生産という使命を果たしていくため、今日の大学
図書館には、オープンサイエンスとデータ駆動型研究の推進とともに、学修者
本位の教育の実現に即した機能的変化が求められている。

デジタルライブラリーの実現

オープンサイエンスを実質化し、データ駆動型研究の基盤を提供するとともに、
我が国における研究成果の社会実装と研究力強化に寄与するものである。また、
多様化する高等教育とその学修者のニーズに対応して、いつでも、どこでも学
ぶことを可能にし、学修者本位の質の高い教育・学修の実現に資するものでも
ある。



「2030デジタル・ライブラリー」推進に向けたロードマップ

【1】支援機能・サービス：支援・サービスの基盤としての「コンテンツのデジタル
化」と「オープンアクセス」
これまでのコンテンツとこれから生み出されるコンテンツの効果的な利活用に向け
たデジタル化とオープン化を促進すること

【2】場：「ライブラリー・スキーマ」に基づく機能の具体化
大学図書館の論理構造としての「ライブラリー・スキーマ」の明確化とそれに基づ
く大学図書館機能を具体化し実装すること

【3】人材：求められる「スキル・育成」とそのための「制度」
オープンサイエンスに係る支援等、今後求められる新しい機能に対応しうる人材の
育成と、育成された人材の適切な配置を実現すること

ライブラリー・スキーマ：
図書館のサービスをデザインする上で必要となる基本的な論理構造のこと。①物理的空間
のデザインなどのハード面、②様々なコンテンツの提供や図書館員によるサービスなどの
ソフト面、③その両者の関係性、を定義するものであり、これを具体化したものが、実際
に存在する図書館とそこで提供されるサービスとなる。図書館ごとに唯一のライブラ
リー・スキーマが定められるが、利用者の属性（分野や立場等）によって、見え方が異な
る点に留意が必要である。





オープンアクセス加速化事業



オープンアクセス加速化事業

今年度の事業に対する支援
2024年7月5日 採択結果公表
83件採択
国立大学53件，公立大学5件，私立大学20件，大学共同利用機関（法人含む）５件）



気になること（個人的な雑感）
既存資料のデジタル化推進，と言うのは簡単だが，当然，著作権の問題が絡
むので，知財としてのライセンスのことをしっかり考えていく必要がある。
一方で，著作権の切れた「貴重資料」などは積極的にデジタル化し，公開す
ることは意味があるだろう。

2025年に即時OA義務化，となっているが，体制が追い付いているとは思え
ない。大丈夫だろうか。

2030年にデジタルライブラリー化というが，各大学で，何をどこまでデジ
タル化するか，何をもってデジタルライブライリーと呼ぶのか，ポリシーを
考える必要があるだろう。特に，ライブラリースキーマを大学図書館ごとに
設定することになるが，これは素人ではできないだろう。

人材育成を自前で行うのは極めて困難。情報専門職の育成という先進的な取
組を行っている九州大学総合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻に派遣
する，など。

他大学との連携をどう進めるか。地域的なつながりを重視か，あるいは，全
く別のつながりか。
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